
平成２９年８月２４日

中部森林管理局

局長 新島 俊哉 様

木曽悠久の森管理委員会

座長 山本 進一

特殊用材の需要・要望に対する対応手順に係る伐採計画について

標記について、森林資源利用専門部会からの意見に基づき別紙資料により、管理委員会

委員による審議を行ったので、下記のとおり意見を提出します。

なお、メールでは十分な審議ができないとの意見もあったので、メール審議の取扱いに

ついては、都度協議を行い実施することとします。

記

１ 木曽悠久の森管理委員会意見

・適当と判断した者 １３名

・条件付きで適当と判断した者 １名

・判断を保留した者 １名

参加者数 １５名（山本進一委員は座長として参加したので除く）

上記の結果から「適当と判断」します。

２ 関係資料 別紙のとおり



項　　　目 内　　　容

1 供給の必要性

　平成２９年度第１回「木曽悠久の森」管理委員会で議論され、神宮式年遷宮
は、国民的な伝統行事と位置付けられたところである。
　斧入式は伊勢神宮式年遷宮の御造営用材を伐り出し始めるにあたって作業の安
全と完遂を祈願する儀式であり、地元と連携して行うため地域振興の面から供給
は必要と考える。

2
伐採箇所の林種、面積、
樹種、本数、伐採方法、
更新方法等

 箇　　所　：　加子母裏木曽国有林77林班い小班
 林　　種　：　育成単層林
 面　　積　：　小班面積23.20ha（うち0.028ha）
 樹　　種　：　人工林ヒノキ
 林　　齢　：　１０２年生
 本　　数　：　１本（胸高直径52cm、樹高22m）
 材　　積　：　1.85㎥
 伐採方法　：　三紐伐り
 支 障 木  ：　ヒノキ　４本（胸高直径46～48cm、樹高21～23m、材積6.06㎥）
               カエデ　６本（胸高直径 8～12cm、樹高 5～ 7m、材積0.08㎥）
               その他Ｌ４本（胸高直径 6～16cm、樹高 7～11m、材積0.11㎥）
 更新方法　：　該当なし
 そ の 他  ：　水源かん養保安林、裏木曽県立自然公園の普通地域、
 　　　　　　　木の文化を支える森（裏木曽古事の森）、
 　　　　　　　付知峡自然休養林自然観察教育ゾーン、
 　　　　　　　「木曽悠久の森」緩衝地域（バッファ）

3
伐採等による木曽悠久の
森（特にコアa、b）への
影響

　伐採本数は１本であり、画一性を排したより長期にわたる施業の一環で間伐と
して行うものである。
　伐採予定箇所は「木曽悠久の森」バッファの外縁部に位置し、コアa、bからも
直線距離で2km以上離れていることから、コアa、bへの影響はほとんどないと考え
る。
　また、搬出路沿いであり、搬出等に伴う周辺への影響は少ないと考える。
　なお、伐採予定箇所周辺は「裏木曽古事の森」23.20ha（木の文化を支える森づ
くり）となっており、東濃森林管理署と裏木曽古事の森育成協議会が協定し、貴
重な歴史的建造物に必要な大径木の森づくりに取り組み、木の文化を未来に継承
していく等の活動が実施されている箇所である。

4 資源の持続性

　伐採予定箇所周辺は「裏木曽古事の森」23.20ha（木の文化を支える森づくり）
となっており、木の文化を未来に継承していく等の活動が実施されている箇所と
して、568㎥/haの蓄積が有り、将来的には間伐等により木曽ヒノキの代替材を生
産できる林分になるよう導くこととしており、資源の持続性については、特に問
題ないと考える。

5 中部森林管理局の意見

①神宮の式年遷宮は千三百有余年の歴史を有し世界に誇るべき文化として継承さ
れている国民的な伝統行事であり、その中で斧入式は伊勢神宮式年遷宮の御造営
用材を伐り出し始めるにあたって、作業の安全と完遂を祈願する儀式として、神
宮の神職と地元の杣人によって奉仕される行事であり、地元関係者から強い開催
要望があることからも重要と考える。
②「木曽悠久の森」のコアa、bへの影響や資源の持続性については、上記３，４
のとおりである。
③当箇所は「裏木曽古事の森」（木の文化を支える森づくり）となっており、将
来の目指すべき森林の姿や上記３の協議会が掲げる目的とも合致している。

以上を総合的に勘案し、斧入式用の立木を供給することは妥当と考える。

6 地元市町村等の意見
　中津川市、裏木曽古事の森育成協議会、東濃桧振興会から意見を聴取したとこ
ろ、別添のとおり「特段の意見なし」であり、特に問題ないと考える。

特殊用材の需要・要望に対する対応手順に係る伐採計画



 斧入れ式予定箇所図面 

●：ヒノキ候補木及び支障木 

○：生立木 

別図 



項　　　目

①供給対象（行事、神社仏閣）
の具体的内容

②樹種、寸法、数量等

③原木（丸太）又は立木での供
給の必要性

④国有林が供給する必要性

　木曾及び裏木曾の国有林は、式年遷宮の御杣山として江戸時代から御造営用材を供給し
てきた歴史があり、木曽、裏木曽の地域では御神木の里として古くから式年遷宮にかかわっ
てきたことをたいへん誇りとしており、日本の伝統行事や木の文化の継承並びに地域振興の
観点からも、国有林からの供給をお願いしたい。

　　　要望者等から具体的内容の聴取

内　　　容

【行　　　事】　斧入れ式

【目      的】
　神宮の式年遷宮は千三百有余年の歴史を有し世界に誇るべき文化として継承されてきま
した。
  斧入式は伊勢神宮の式年遷宮の御造営用材を伐り出し始めるにあたって杣人たちの伝統
的な信仰に基づき、その作業の安全と完遂を祈願する儀式であり、神宮の神職と地元の杣
人によって奉仕することを目的とする。

【行事の実施方法】
　古来より御杣山とされてきた裏木曾の国有林において選定した対象御用材となる立木の前
に祭場を設け、伝統的技法である三紐伐りで伐倒する神事を行う。

【場　　　所】  木曽森林管理署、東濃森林管理署管内

【主催者等】　伊勢神宮、伊勢神宮木曽奉賛会、裏木曽三ヶ村連絡協議会

【参 列  者】　神宮関係者、関係行政機関、地元関係者、報道機関、国有林関係者

　ヒノキ立木、胸高直径50ｃｍ以上を1本

　儀式として御用材となる立木の前で神事をとりおこない、実際に三紐伐りで伐倒するため、
立木であることが必要である。

別表 １ 



第63回神宮式年遷宮御用材伐採斧入式候補木の検討

（木曽川森林計画第四次地域管理経営計画伐採指定箇所）

林齢 傾斜 搬出 奥地

加子母裏木曽 54 い 1.41 0.78 主伐 100 ヒノキ 18 90 × × × × 否

加子母裏木曽 83 い 35.81 5.05 主伐 20 天ヒノキ 42 210 H29予定 ○ × × × 否

加子母裏木曽 169 い 16.3 11.5 主伐 100 ヒノキ 17 85 H29予定 × × × × 否

岩村 1109 つ 0.58 0.58 間伐 35 ヒノキ 23 114 H29予定 ○ × × × 否

岩村 1110 る 5 5 間伐 35 ヒノキ 24 119 第5次予定箇所 ○ ○ ○ × 否

湯舟沢 2201 と 0.5 0.45 主伐 100 ヒノキ 25 121 H29予定 ○ × × × 否

湯舟沢 2225 へ 2.96 2.1 主伐 100 ヒノキ 18 90 第5次予定箇所 × × × × 否

湯舟沢 2225 ち 7.78 2.8 主伐 100 ヒノキ 18 90 第5次予定箇所 × × × × 否

湯舟沢 2226 ほ 2.62 2.49 間伐 35 ヒノキ 18 90 H29予定 × × × × 否

湯舟沢 2226 へ 5.86 5.57 間伐 35 ヒノキ 18 90 H29予定 × × ○ × 否

別表 2

検討項目
国有林名 林班 小班

林地面
積

伐採面積 主・間伐別 伐採率 樹種 齢級 林齢 伐採年度
検討
結果
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別紙

平成２９年８月４日

木曽悠久の森管理委員会

座長 山本進一 様

木曽悠久の森管理委員会新資源利用専門部会

座長 山本 博一

特殊用材の需要・要望に対する対応手順に係る伐採計画について

標記について、森林資源利用専門部会委員による審議を行ったので、下記のとおり木曽

悠久の森管理委員会に意見を提出します。

記

○森林資源利用専門部会意見 「適当と判断」
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